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「わたくし はこの 温泉へ 三十 七 年つ づけて 参ります。 

いろいろの 都合で 宿 は 二度 ほど 換え ましたが、 とも か 

くも 毎年 かならず 一度 はまい リ ます。 この 宿へ は 震災 

前から 十四 年 ほど 続けて 来て おります ご 

やせがた 

痩 形で 上品な 田宫 夫人 はつつ まし やかに 話し 出した。 

田宮 夫人が この 温泉宿の 長い 馴染 客で ある こと は、 私 

も かねて 知っていた。 実は 夫人の 甥に あたる 某 大学生 

が 日頃 わたしの 家へ 出入りし ている 関係 上、 U の 温泉 

かんせい 

場で は x x 屋 という 宿が 閑静で、 客 あっかい も 親切で 



あると いう こと を 聞かされて、 私 も 不図 ここへ 来る 気 

になった ので ある。 

来て 見る と、 私から は 別に 頼んだ わけで もなかった 

が、 その 学生から 前もって 私の 来る こと を 通知して 

あつたと みえて、 X X 屋 では 初対面の わたし を 案外に 

丁寧に 取扱って、 奥まった 二階の 座敷へ 案内して くれ 

た。 川の 音が すこしお 邪魔になる かも 知れません が、 

騒ぐ ような お 客 さま はこ ちら へ は ご 案内いた しません 

から、 お 静かで ございま すと、 番頭 は 言った。 

ご ひ いき 

「はい、 田宫の 奥さんに は 長い こと 御矗属 になって お 

ります。 一年に 二、 三回、 かならず 一回 はか かさずに 



夫人の 話 はこうで ある。 

二 

わたくし は 十九の 春に 女学校 を 卒業いた しました。 

それ は 明治 一 一十 七 年 —— 日清戦争の 終った 頃で ござい 

ました。 その 年の 五月に、 わたくし は 親戚の 者に 連れ 

られ て、 初めて この U の 温泉 場へ まいりました。 

) J 承知 で も ござ いまし よ うが 、 この 温泉が 今日 の よ 

うに、 世間に 広く 知られる ようになり ましたの は、 日 

清 戦争 以後の ことで、 戦争の 当時 陸軍の 負傷 兵 を ここ 



見舞の ために U の 温泉 場へ 出かけて 行くな どと いう こ 

と を、 むしろ 喜んでいた くらいでした。 

今日と 違いまして、 その 当時 ここまで 参ります の は 

かなりに 不便で ございま したが、 途中の ことな ど 詳し 

く 申 上げる 必要 も ございません。 ここへ 着いて、 まず 

相当の 宿 を 取りまして、 その 翌日に 松 島さん をお 見舞 

に 行きました。 お菓子 や 煙草 や ハンカチ— フ など をお 

土産に 持って行きまして、 松 島さん ばかりでなく、 ほ 

かの 人た ちに も 分けて あげます と、 どなた も 大層 嬉し 

がって おいででした。 わたくし 共 はもう ひと 晚 ここに 

泊って、 あくる 朝に 帰る 予定で したから、 その 日は自 



お 話 をして、 わたくしども は そのまま 別れて 自分の 宿 

へ 帰り ましたが、 生きた 鰻 を 食べた 人の こと を 私 は 誰 

にも 話しませんでした。 その 頃の わたくし は 年 も 若い 

し、 かなりに お転婆のお しゃべりの 方でした が、 そん 

な こと を 口へ 出す の も 何だか 気味が 悪い ような 気がし 

ましたので、 ついそれ きりに してし まった ので ござい 
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あくる 朝 ここ を 発つ ときに、 ふたたび 松 島さん のと 

ころへ 尋ねて ゆきます と、 松 島さん の 部屋に は 同じ 少 

尉の 負傷者が 同宿して いました。 きのう は 外出で もし 

ていたの か、 その 一人の すがた は 見えなかった のです 



のよう な 鰻 を 生きた まま 食べるな どと は、 まったく 思 

いも 付かない ことで ございました。 

先方で はわた くしに 見られた こと を覚ら ない らしく 

平気で 元気よ く 話して いました が、 わたくしの 方で は 

やはり 何だか 気味の 悪い ような 心 持でした から、 時々 

に その 人の 顔 をぬ すみ 見る ぐらいの ことで、 始終う つ 

むき 勝に 黙って いました。 

わたくし 共 は それから 無事に 東京へ 帰りました。 両 

親 や 妹に むかって、 松 島さん のこと や U の 温泉 場の こ 

とや、 それら は 随分く わしく 話して 聞かせ ましたが、 

生きた 鰻 を 食べた 人の こと だけ はや はり 誰に も 話し ま 



くし は 又はつ としました。 U の 温泉 場で 松 島さん に紹 

介され て、 すでに その 姓名 を 知っていた からです。 

浅 井さん はまず わたくしの 父母に 逢い、 更に わたく 

しに 逢って、 先日 見舞に 来て くれた 礼 を 述べました。 

とおか 

「松 島 君 ももう 全快した のです が、 十日 ほど 遅れて 帰 

京す る ことになります。 ついては、 君が ひと 足さき へ 

帰るならば、 田宫 さん を 一 度お たずね 申して、 先日の 

お礼 をよ くい つ て 置いて くれと 頼まれました ご 

「それ は 御 丁寧に 恐れ入 リま すご 

父 も 喜んで 挨拶して いました。 それから 戦地の 話な 

ど いろいろあって、 浅 井さん は 一時間 あまり 後に 帰り 



しょう。 わたくしの 縁談 は それから すべる ように 順調 

に 進行した の で， 、- J ざ い ます。 

唯 ひとつの 故障 は、 平生から 病身の 母が その 秋から 

再び 病床に つきました のと、 わたくしが 今年 は 十九の 

厄年 その 頃 はま だ そんな こと をい う 習慣が 去り ま 

せんで したので、 かたがた 来年の 春まで 延期と いう こ 

とに なりまして、 その 翌年の 四月の 末にい よいよ 結婚 

式 を 挙げる ことにな りました。 勿論、 それまでに は 私 

みもと 

の 方で もよ く 先方の 身許 を 取調べまして、 浅 井の 兄 さ 

んは夏 夫と いつ て 某 会社で 相当の 地位 を 占めて いる こ 

と、 夏 夫さん に は 奥さん も 子供 も ある こと、 また 本人 



の 浅 井 秋 夫 も 品行方正で、 これまで 悪い 噂 もなかった 

こと、 それら は 十分に 念 を 入れて 調査した 上で、 わた 

くしの 家へ 養子と して 迎ぃ 入れる ことに 決定いた した 

ので ございます。 

そこで、 結婚式 もと どこお りなく 済まして、 わたく 

しど も 夫婦 は 新婚旅行 という ことにな りました。 その 

行く先 は どこが よかろうと 評議の 末に、 やはり 思い出 

の 多い U の 温泉 場へ ゆく ことに 決めました。 思い出の 

多い 温泉 場 —— この U の 町 はまった く 私に 取って 思い 

出の 多い 土地に なって しまいました。 しかし その 当時 

は 新婚の 楽し さが 胸 いっぱいで、 なんにも 考えて いる 



も 知れません。 それ は 無理 もない として、 それが ため 

に 自分の すがた を 隠して しまう というの は、 どうも 判 

りかね ます。 殊に どちら かとい えば 快濶な 夫の 性格と 

して、 そんな 事 はあり そうに 思えな いので ございます _ 

まして その 事情 を 夢にも 知らない 親類 や 両親た ちが、 

ただ 不思議が つてい るの も 無理はありません。 

「突然 発狂した ので はない かご と、 父 は 言って いまし 

た。 

兄の 夏 夫さん も 非常に 心配して くれまして、 その後 

も 出来る かぎりの 手段 を 尽くして 捜索した のです が、 

やはり 無効で w J ざ いました。 その 当座 は ど の 人に も 未 



いて、 どうなる か 判りません が、 本人の 死んだ のでな 

い 以上、 いっか は その 便りが 知れる だろうと 思った か 

らで) J ざいます。 

それから 又 一年 あまり 経ちまして、 果たして 夫の 便 

りが 知れました。 わたくしが 二十 二の 年の 十月 末で ご 

ざいます。 ある 日の 夕方、 松 島さん が あわただしく 蚯 

け 込んで 来まして、 こんな こと を 話しました。 

「秋 夫君の 居 どころ が 知れ ましたよ。 本人 は 名乗 リま 

せんけれ ども、 確かに それに 相違ない と 思 うんです ご 

「して、 どこに いました ご と、 わたくし も 慌てて 訊き 

ました。 



突然に 一 通の 手紙が とどきました。 それ は 秋 夫の 筆蹟 

で、 自分 は 奇怪な 因縁で 鰻に 呪われて いる。 決して 自 

分の ゆくえ を 探して くれるな。 真 佐 子さん (わたくし 

の 名で ございます) は 更に 新しい 夫 を 迎えて 幸福に 暮 

らして くれと いう 意味 を 簡単に したためて あるば かり 

で、 現在の 住所な ど はしる してありません。 あいにく 

に 又 その スタンプが あいまいで、 発信の 郵便局 も はつ 

きり しないの です。 勿論、 その 発信 地へ たずねて 行つ 

たと ころで、 本人が そこにい る 害 もありません が 一 

北 千 住 を 立 去って から 半年 過ぎた 後に、 なぜ 突然に 

こんな 手紙 をよ こした のか、 それ も 判りません。 奇怪 



な 因縁で 鰻に 呪われて いると いう、 その子 細 も 勿論 わ 

かりません。 なに か 心当リ はない かと、 兄の 夏 夫さん 

に 聞 合せます と、 兄 も いろいろ かんがえた 挙げ句に、 

唯一 つ こんな ことがあ ると 言いました。 

「わたし 達の 子供の ときには、 本郷の XX 町に 住んで 

た る 

いて、 すぐ 近所に 鰻屋が ありました。 店先に 大きい 樽 

があって、 そのな かに 大小のう なぎが 飼って ある。 な 

ん でも 秋 夫が 六つ か 七つの 頃でした ろう、 毎日 その 鰻 

屋の 前へ 行って 遊んで いました が、 子供の いたずら か 

ら樽 のなかの 小さい 鰻 をつ かみ 出して 逃げよう とする 

の を、 店の 者に 見つけられて 追つ かけられ たので、 そ 



が 相当の 財産 を 遺して 行って くれました ので、 わたく 

し はどうに かこうに か 生活に も 不自由 はいたし ませず、 

毎年 かならず この U 温泉へ 来て、 むかしの 夢 をく り 返 

すの を 唯 ひと つ の 慰めと いたして おります ような 訳で 

ございます。 

その後 は 鰻 を 食べない かと 仰し やる のです か —— 。 

いえ、 喜んで 頂きます。 以前 は それほどに 好物で も ご 

ざいませんで したが、 その後 は 好んで 食べる ようにな 

リ ました。 片眼の 夫が どこかに 忍んで いて、 この 鰻 も 

その 人の 手で 割かれた ので はない か。 その 人の 手で 焼 

かれた ので はない か。 こう 思う と、 なんだか 懐かしい 
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